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1.序章                        

1.1 背景 

6 次産業化とは、農林漁業者等が農山漁村に存在する地

域資源を利活用して新たな商品・ サービスを創出し、地

域に雇用を生み出し、農林漁業および農山漁村の振興を目

指す取り組みである。現在の日本では、生産者の減少・高

齢化の進行など、生産基盤の脆弱化や地域コミュニティの

衰退が課題となり、対策の一つとして、6次産業化により、

活性化につなげようとする産地が存在する。6次産業化に

は生産と加工を担う 1次・2次拠点に加えて、サービスを

提供する 3次拠点が必要となるが、求められる建築像につ

いて十分に整理が進んでいない。 

1.2 研究の位置付けと目的 

6 次産業化については経営状況１）、人材育成 2)などの研

究が多く見られ、建築分野の研究では、観光資源 3)、林業

4)などの研究が見られた。しかし、6 次産業拠点の施設デ

ザインについての研究は見られなかった。そこで本研究で

は愛知県における 6次産業拠点の立地や内装に着目し、施

設の持つ形態と機能を明らかにすることを目的とする。 

2.愛知県における 6次産業の現状                    

2.1 農産物の種類と販売機能の有無  

6 次産業拠点の現状把握のため、「『六次産業化・地産地

消法』に基づく認定事業計画一覧 5)」を基に整理を行った。

愛知県の認定事業は 72 件あり、内ホームページから事業

内容、直営や直売の拠点となる場所の有無の記載がある事

業 55 件を抽出した。種類別にみると野菜 19 件、果物 10

件、植物 6件、肉 7件、卵 3件、米 3件、その他 7件であ

り、野菜と果物で半数以上占めていることが分かる(図 1)。

次に直営の販売機能の有無では販売機能有りが 15 件、無

しが 40 件と半数以上が直営の販売機能を持っていない。

販売機能無しは、道の駅などで間接的な販売を行う場合で

ある。販売機能有りの 15 件の内６件が飲食店であった。

直営の販売機能を持つ事例は多くなく、さらに飲食店を展

開している事例はより少ないことが分かる。 

2.2 6 次産業化の経緯 

6 次産業化に取り組む目的は収入・経営・売上向上が

89.0%と圧倒的に多く、その他には雇用の確保のため、地

域の発展・地産地消、拠点づくりなどがあった。多くの事

業者が収入のために 6次産業化に取り組んでいた。目的が

収入・経営・売上向上と回答した事業者のうち、それ以外

に記載されていた目的を第 2 目的として整理した(図 3)。

その結果、地域の発展・地産地消 37.5%、ブランドの確立・

認知 25.0%雇用のため 12.5%、付加価値 12.5%、需要拡大

12.5%であった。具体的には、米を生産する事業者が耕作

放棄増加抑制、お茶を生産する事業者がブランドの確立・

認知、植物を生産する事業者が食文化の普及を目的として

6次産業化に取り組んでいた。 

2.3 年代別に見る認定事業と農産物の変化 

2011〜2016年は認定数が 61件あり、野菜・肉・米・果物

が多く占めたのに対し、2017〜2022 年は 11 件と少なく、

野菜が全体に占める数が減少し、お茶・乳製品・卵などの

割合が増加していた。認定数が減少し、農産物の種類が多

様化したといえる（図 4）。 

 

 

図 1 農産物の種類          図 2 6 次産業化開始の目的 

 

 

図 3 6 次産業化開始の第 2目的    図 4 種類と認定数の変化 

 

3.調査の目的と概要                      

6 次産業拠点を運営する事業者 4件に対し、実測とイ

ンタビューを行い、実能把握を行った(表 1)。 

表 1 現地調査概要 

対象 
事例 1：茶生産者 事例 2：トマト生産者 

事例 3：ハーブ生産者 事例 4：鶏卵生産者 

方法 店内の簡単な実測生産者へのインタビュー 

日時 
8 月 10 日(事例 1.2)  9 月 15 日(事例 3) 

9 月 23 日(事例 4) 

インタビュー内容 目的・経緯・生産ルートの流れ・将来像など 
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4.事業別による比較                                                         

表 2 事業別による内装と立地比較 

4.1共通する点 

内装では、4件全てに木の材質が使用されていた。前提

として「農家」であることを意識した、古民家をリノベー

ションしたからなど理由は様々であったが、木の材質は 6

次産業において取り入れやすいことが分かる(表 2)。 

4.2 内装の比較 

 床はモルタル仕上げ・フローリング・塩ビタイル、壁は

ビニールクロス・板張り・漆喰、天井はビニールクロス・

デッキプレート・木・塗装などが使用されていた。飲食店

においては、カウンターかテーブル、テーブルと椅子が全

て同一か不同など形状や種類に違いが見られた。広さ、提

供するもの、規模感による違いが影響していると考える。

また、事例 1,3,4は蔵や白を基調、農機具小屋などのイメ

ージやコンセプトがあるが、事例 2 には無く、簡易的な内

装であったことからイメージの有無が内装に現れている

ことが分かった（表 2）。 

4.3 立地による比較 

4件全てが周囲が畑という立地であり、都心に比べ農村

地域において 6 次産業拠点が展開しやすいことがわかっ

た。全面道路の幅員から半数以上が大通りには面しておら

ず、少し奥まった場所にある傾向があった。2 次・3 次と

の位置関係では隣接しているところが多く、物や人の移動

が少ない範囲で 6 次産業が完結していることが分かった。 

                                

また、自宅の一部を拠点として使用している事例があり、

住まいも含めて狭域に立地していた(表２)。 

4.4 将来構想について  

4 件全てが事業の拡大は考えていないとの回答であっ

たが、事例 2 を除く 3件が今後に対してテーマパークや公

園、ふれあい農園を作りたい、地域をもっと盛り上げたい

などの思いがあった。想いはそれぞれだが、新たな取り組

みに対して意欲的な事業者が多い傾向にある。 

5.結論                        

愛知県において 6次産業拠点は、直営の販売機能を持つ

事例は少なく、飲食店はさらに少ないことが明らかになっ

た。内装には、木が多く使用されており、イメージやコン

セプトの有無、事業主の想いが内装や将来像に表れていた。

機能は隣接や近い場所で生産・加工をして販売や提供する

形となり、多くは物販のみと飲食店に大きく分けられる。

また、自宅が隣接していたり、拠点の一部となる事例もあ

り、自宅との距離が近い傾向にあった。 

6.参考文献                                         

1)大橋めぐみ他(2020) 「農業生産関連事業の継続要因 農業センサスの個票デ
ータを用いた統計分析から」農業経済研究 第 92 巻 第 2 号，147-164，  
2)市村雅俊(2020) 「6 次産業化における人材育成分野の研究に関する展望」 高

崎健康福祉大学紀要 第 19 号,109 - 114  
3)森脇渉他(2018) 「地域生業を観光資源とした建築作品におけるアクセ次ビリ
ティ」 日本建築学会学術講演概概集(東北)  

4)小知和建吾他(2016) 「6 次産業化を目指す協働型集落支援の方法に関する研
究 ―福島県南会津町たのせ集落を事例として―」 日本建築学会学術講演概概
集(九州)  

5)愛知県 「六次産業化 ・地産地消法」に基づく認定事業計画 

 

事例1 事例2 事例3 事例4

お茶の栽培・製造・販売、カフェ・

キッチンカー

トマトの生産および加工販売・

園芸サービス他

ハーブの栽培・カフェ・

ハーバリウムの体験

鶏卵の製造と販売・洋菓子の

製造販売・農家レストラン
会社2022年 2005年 2012年　 1991年
40代/男 60代/男 50代/夫婦 30代（専務）/男

事務所改修/129.11㎡ 倉庫改修/656.44㎡ 古民家改修/263.95㎡ 新設/896.71.㎡
飲食・物販 物販 飲食・物販 飲食・物販

蔵 不明 白を基調 おしゃれな農器具小屋
床 材質/色 モルタル仕上げ/ダークグレー 木製フローリング/茶 塩ビタイル/白 木製フローリング　/薄茶

壁 材質/色
ビニールクロス/白（上部）・

ダークグレー（下部）
板張り/茶 ビニールクロス/白 漆喰塗り/白

ビニールクロス・木 デッキプレート　表し 木 ケイカル板・塗装

椅子 木製・スチール 設置なし
ベニヤ板・

クッション材

オーク・ケヤキ・アッシュ・

メープル・ブナ・クッション材
テーブル つが 設置なし ツーバイフォー・ヒノキ 天板オーク材・スチール

色 焦茶 設置なし 白 薄茶

椅子の形状 同一 設置なし 3種類 13種類
テーブルの形状 カウンター 設置なし 角形テーブル 角形テーブル・円形テーブル

什器 つが 木材 ツーバイフォー・ヒノキ オーク無垢材貼り・

照明 ダウンライト・スポットライト シーリングライト スポットライト スポットライト・ペンダント

周囲が畑 周囲が畑 周囲が畑 周囲が畑

3m 4m 6m 15m
隣接している/50m 隣接していない/4m 隣接している/6m(店舗用)・4km(収穫用) 隣接していない/2.5km
隣接している/20m 隣接していない/不明 自宅の一部/0m 隣接していない/不明

天井

機能

建物の状態と床面積

イメージ・コンセプト

立地

立地

全面道路の幅員

2次3次の隣接と距離
自宅

内装

事業内容

会社創立年

事業主の年代と性別

家具

概要
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